
111

日産工機にとっての

ワーク・ライフ・バランス

　　ワーク･ライフ･バランスに

ついてどのようなお考えを持っ

ていらっしゃいますか。

　従来から、夏まつりやシーサ
イドフェスティバルなど、家族
や地域の方も参加できる各種イ
ベントを労働組合と連携して毎
年開催しています。また、野球
やサッカーなど文化体育活動も
盛んです。
　個々人においては、多彩な趣
味を持っている社員や、ボラン
ティアをして社会貢献をしてい
る社員もおり、仕事だけではな
く、仕事以外の活動やプライ
ベートも尊重する雰囲気があり
ます。
　例えば、毎年春や夏になる
と、ボランティアで高校野球の
審判をしている社員もおりま
す。

　仕事以外の活動も充実してこ
そ、柔軟で新しい発想がうま
れ、結果として労働生産性の向
上につながると考えています。

休暇取得促進への

きめこまやかな取組

　　有給休暇の取得を促すため

にどのようなことをされていま

すか。

　個人によって、毎月１日ずつ
休暇を取りたいという人もいれ
ば、夏や冬に多めに休暇を取り
たいという人もいます。こう
いった個人のニーズを汲み取り
ながら、全体として有給休暇の
取得日数が増えるように取り組
んでいます。
　具体的にはまず、社員全員が
年度末に次年度の休暇取得につ
いて計画します。職場と総務部
で集約し、誰がいつ休暇取得を
計画しているかを把握していま
す。また、毎月の労使の安全衛
生委員会で、休暇の取得状況を
確認しています。さらに総務部
からは、部署ごとの前月の休暇
取得実績、目標達成の度合いを

全部署に発信するなど、休暇取
得の促進に向けて活動していま
す。
　その他、有給休暇を半日単位
で取得できるので、午前中に子
どもの学校の授業参観に行っ
て、午後から出勤するというよ
うなこともできるようになって
います。
　かつては有給休暇の申請がし
にくいという声もありました
が、会社として有給休暇の取得
を奨励することで家庭生活など
の個人のプライベートな生活を
より一層充実させる手助けがで
きればと考えております。
　今後は年度初めに計画する休
暇日数を少しずつ増やしていき
たいと考えています。

残業時間の削減への

取組

　　残業時間の削減については

どのような取組みをされていま

すか。

　当社の製品は、お客さまが必
要とされるときに必要な数を確
実にお届けすることが重要で
す。
　そのため、急な増産の対応な
どで、社員には止むを得ず突発
の残業や休日出勤をして対応し
ていただくこともあります。
　結果として事前の勤務計画通
りにいかず、残業・休日出勤時
間が多くなっている部署・従業
員に対しては、アラームを出

　日産グループの中で、エン

ジンや車軸の組立メーカー

として、また、それらの部品

の機械加工メーカーとして、

独自の技術を持って活躍して

いる日産工機㈱。近年は休暇

の取得促進や残業時間の削減

などにも熱心に取り組んでお

り、またそのような社風の中

で男性の育児休業の申請に対

しても適切に対応した実績が

ある。
寒川町の野球大会「日産工機杯」で球
審を務めている様子（総務部　主管
伊藤　浩さん）
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し、場合によっては仕事の配
分・配置を調整するなどして、
特定の社員に過大な負荷がかか
ることを回避するようにしてい
ます。
　高負荷勤務は社員の健康を害
するおそれがあり、放置するわ
けにはいきません。また、残業
時間の削減は業務の効率化にも
つながりますし、休暇の取得促
進とともに社員の個人的な生活
の充実にもつながると考えてい
ます。

育児休業を取りやすくする

職場をめざして

　　育児休業の取得を促すため

にどのような取組みをされてい

ますか。

　育児休業を取得する方には、
復職にあたっては休業取得前の
経験を生かし、なるべく休業前
と同じ職場に復帰して頂きたい
と考えています。
　当社では、育児休業を申請す
る人が、自分が休むことで職場
の他の人の負担が増えることを
心配しなくて済むように、育児
休業の申請がでた場合、パート
タイマー、または派遣社員と
いった有期契約の従業員を採用
しています。育児休業者が復帰
するまでの契約で採用します
が、ようやく仕事に慣れた頃に
契約を終了するのは惜しいと考
えています。そのため、代替要
員の方の受け皿が確保できれ
ば、他部署に異動していただ
き、引き続き契約させていただ
くこともあります。
　また男性社員の育児休業の申
請は現在までに１件（2006年１
月から３か月間）ありました。
その男性社員も職場復帰後、ま
た力を十分に発揮してもらって
います。

育児休業経験者の声

　　育児休業中や復帰後、大変

だったことはどのようなことで

すか。

橘　復帰後、子供の急な発熱や
保育園の行事等で休みがちです
が、今の所属の方々は気持ちよ
く対応してくださいます｡はじ
めのうちはペースがつかめず、
時間に追われている毎日でした
が、復帰経験のある同僚が何人
かいるため、いろいろ意見を交
わし、真似できる事をやってみ
たりと少しでも自分のペースを
つかむ事で、時間に追われてい
る気持ちもだいぶ少なくなりま
した｡
福田　私の子どもも保育園に入
所後間もない時は、毎月２回は
熱を出し登園できず会社を休ん
だり親にみてもらったりとバタ
バタした生活が続き、育児休業
中よりも復帰後の方が悩みは尽
きない状態でした。

　　育児を経験したことで、業

務や生活に何かプラスの効果は

ありましたか？

橘　出産前より出産後の方が穏
やかな気持ちで仕事をしている
と思います｡生活環境も変わり
子供と一緒に成長しているから
なのかもしれません。
福田　私は、一日の勤務時間の
内で自分の仕事を配分して効率
よくできるように、常に意識す
るようになりました。ただ、私
の仕事は生産ラインと直結した
仕事が多いので、自分のペース
だけでは時間内に終わらせる事
ができない事も多々あります
が、工長（監督者）の理解があ
り助かっています。家族の協
力・両親の協力・会社の理解が
ないと仕事と子育ての両立はで
きないと実感しています。

橘　桂子さん（左）と福田真弓さん（右）


